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(はじめに)

カルシウムの十分な摂取は脅の俊燦と骨粗緊症の予防の上に重要であるが、その最も重姿な摂取i療

は牛乳であり、欧米と比べて我が闘で、カルシウムの摂取の少ない決定的な双漁i立、牛乳及び乳製品

の摂ち1Jが少ないことにある。人口の高齢化}こ{辛い号李総怒症とその合併疲として骨折、幸子宮遣の変形等

の運動隊ミ撃が多くみられる車撃にな旬、寝たきち名人士接加の重要なE京協とされているが、まえが器!I"t'1立、

牛乳を日常的に摂る習慣がないために欧米先進~Hこ比べてカルシウム採取がきわめて少なく、勝筋、

滋賀毒事、似の栄養成分のむしろ滋剰な摂り方と比べて務しい対照をつ〈り、カルシウム不Jil.l立危機的

な状皇室にあるとされる。寝たきり乏人をなくすためには、宕い女性から始めて、骨の健康に関心を持

ち、主押しをrp，心としてカルシウム(!)主襲攻嚢を心主義げるこ主主全必重さで通うる。ヨド絞究iま年齢18-1翌二?の女

子学生ボランテイアに 18600必の牛乳を 1遡隊飲用する避と、プラ-l!;J;'カプセルを l滋間飲用する

週とをう近代吉せ、骨代謝』こ対する影響を調べ、日常生活の範囲内でのや字しの骨の健康に対する効果を

検討した。

{被検普まk検査法)

健長持な年齢18-19才の女子学生9人に牛乳1パック200meずつを粉食後、夕食後、統芸菱商すに各々服

用させ、その他は通常の食媛、生活、運動を寸ることにしたoその前後の 1週間ずつは閃じ時間にカ

ルシウムを含まないプラ-l!;J;'カプセルを滋潟し尚喜畿の生活をした。自長flHま金濯の棄老後i持から始まり、

次濃のフド濯の就寝郊に終号、霊登金獲弱、採取、学著書第Hま{縫隊長支}の深草誌を行った。葬;1送法通常

の食理解ゅのカルシウムのみ、第2遊はこれに牛乳600me(家主600mgのカルシウム}を加えた輩、第3

趨i主将ぴ通常の食事中のカルシウムのみを凝るこ主になる。

d江認まからは直ちに爵li務を分離し、血清Ca、P、Mg、オステオカjレシン、副甲状腺ホjレモン(昨日)

を誤Ijj芝、長までは、 Ca、p、Mg、コラーゲン分解笈物クロスラップスを測定し、タレアチニン及び浸

透を瀕j定して更に争議ぶした。

(結果)

uこ示す様に、牛乳ωomeによるカルシウム 1B約600mgの争点総を行った遡でも、行わなかった

護還に比べて、盗?棄Ca、P、Mg、Y蕊f、インタクトオステオカルシン』こは有君主の変化はみられなかっ

引，欄。
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〈表 1 >.iill-，:i~の食事に加えて牛乳1. [J600ml を奴取した1111( + )と通常の食事だけの摂取
H寺(寸のIfllii'lCa 、P、Mg、PTH、インタクトオステオカノレシン(IOC)

ば JIll
Ca P Mg PTH 10C 

+ + + + + 

M 9.9 9.9 4.0 4.2 2.4 2.4 5 19 2.5 4.0 

H 9.1 9.2 4.1 3.8 1.8 2.0 46 66 4.6 1.8 

Ni 9.2 9.0 4.2 4.0 2.1 2.1 39 34 4.7 5.7 

Na 9.5 9.6 4.6 4.5 2.2 2.1 34 21 7.0 6.7 

T 9.2 9.5 3.7 4.1 1.9 2.0 21 21 4.4 4.0 

Y 10.5 10.4 3.2 3.3 2.2 2.2 49 53 11.3 10.0 

H 9.5 10.5 4.6 5.1 1.8 1.9 26 26 7.4 6.1 

9.1 9.4 3.9 4.6 2.2 1.9 43 42 5.9 4.8 

、l三i勾 目。5 9.7 4.0 4.2 2.0 2.0 32 35 5.9 5.1 

士 土 土 二二 土 士 土

組問~~Î~H主 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 0.05 4 日 0.9 0.9 

検定有意%i なし なし なし なし なし

P何{ p~ 0.058 p~ 0.235 p~ 口 p= 0.540 p ~ 0.408 

表2に示す様に、尿中カルシウム排池は浸透圧補正の場合にもクレアチニン補正の場合にもカルシ

ウム負荷によって軽度の増加を示し、逆に尿中コラーゲン分解産物クロスラップスの排池は、明らか

に減少した。

〈表2>迎7itの食事に加えて牛乳 1日600mlを摂取した吋(+ )と迎7Eの食事だけの摂取E

時(ー)の尿『ドカルシウム(Ca)及びコラーゲン分解産物クロスラップス (CP)の
尿中浸透庄柿正fi!i (Ca/08， Cp!08)又は尿中クレアチニン補正値(Ca/Cr，Cp!Cr) 

ぷ只l'Ca/ 08 Ca/ Cr OS Cp! Cr 

+ + + + 

M 8.14 8.19 0.73 日目白7 7862 2620 710 257 

H 3.31 5.09 0.45 0.32 3504 3963 436 250 

Ni 4.67 7.00 0.49 1.06 4579 1424 479 216 

Na 7.27 8.33 0.37 0.87 7599 2265 697 236 

T 3.95 5.10 0.41 0.37 4281 1741 202 125 

K 3.日2 9.20 日目39 O.日目 7265 3017 733 290 

Y 3.67 4.65 0.40 0.67 7173 2584 401 374 

H 3目56 3.45 0.41 0.53 4577 1604 525 244 

3.04 4.23 5993 2456 

司ι1勾 4.60 6.21 0.456 0.696 5869 2408 520 249 

L 士 4 士

標準故発 0.57 0.70 0.039 0.095 521 247 60 23 

倹定干n蛍z~~ あり あり あり あり

Pii{[ p= 0.0148 p ~ 0.0358 p= 0.0004 p= 0.0025 
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{考察)

若い女性ではカルシウムの荻釈が少ないことがお名で、国民栄幾溺ヨをによる日本人の王子均的なカル

シウム摂取である500-550mg/ Bよ号は恐らく少ないのではごといかと忍われる。牛乳をl日6∞d欽

むことによって、豹600mgのカルシウム摂取の増加がおこると、 11∞mg/f3Jえはそれ以上となって、

世界的に認められている好ましいカルシウム主義液量に一歩近づくと恩われる。血中 Ca、p，Mg、の

制七はなく、低カルシウム盗疲によって分泌され、台高覧絞を刺激する総別協空ホjレモン、又骨の代童書

罰事去の一つの指様であるインタクトオステオカルシンi立、牛乳負荷によって、本研究の綴悶では有意

の変化をmちなかった。
しかしながらカルシウム負終を反映してか、成中カルシウム排泌がわずかではあるが手言葉に増加し

た俄に、骨のコラ…グンの特巽的な分譲事建物であるクロスラップス古宏、牛乳負荷によって籾らかに減

少した。このことは 1日告∞.mOの牛乳の争議総によるカルシウム摂取の増加が1it代書討を改善し、 f守コラー

ゲンの分解をお]総したことを添号愛する。カルシウム摂取古勾ミl呈すると血液中のカルシウムを減少させ

ないために邸宅F状線ホjレモンの分泌がおこ号、'鈴の吸収を促進して特i設が減少する。今闘の研究に参

加しだ悲しミ女性で脅コラ}ゲンの分鯵が狗叙されたことは、カルシウム事実取の増加古帯約こ骨吸収を

抑骨量iし、静代書討を君主義したことを示唆する。今悶の被検変革まはまF均年費者18-19;才で軽量最大骨議〈ピー

クボーン・マス)Iこ達していると思われるが、 3併立までは管室をの綴加が続くものといわれ、これより

遣をにlij!ぃ時殺にもや君しの摂取によりカルシウムを補給することによって、ピーク;:};;・-ンを上昇きせ、

骨秘義語妥Eを予防しうる可総牲がある。

{まとめ)

18-19才の鍵緩女子9人;こ 1B 600mO(1)牛乳を朝食後、夕食後、就緩吉舎に童文潟させ、認証中2えぴ尿中

カルシウム、骨代書留?…カーを測定した。 牛乳の服用によって、血中 Ca，P、Mg、PTH、インタク

トオステオカjレシンには有量まな変化はおこらなかったが、 SR中カルシウムの車王Il!:の場加とともに1itコ

ラーゲン分持尊重量物クロスラップスの綴事まな低下が.~られ、骨吸i荻の抑制jと管代雲監の改革審を起こすもの

と，¥l)，われた。

-159-




